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■背景・目的
ベトナムでは、近年の急速な経済発展による、国民生活のレベル
の向上にともなってゴミ問題が深刻化しています。
現在ベトナムにおいては、一般の家庭ゴミや産業廃棄物を、埋立
て処理していますが、大量に発生するゴミに対応し切れなくなって
います。
また、医療廃棄物や化学廃棄物など、環境破壊や人体への影響が

近年、経済のグローバル化に伴い、日本の中小企業においても途上国への進出が活発化しています。
JICAは政府開発援助（ODA）を通じ、日本の中小企業の優れた技術を用いて途上国の課題解決を支援することで、中小企業の海外展開
に貢献しています。今回は、JICAの「中小企業海外展開支援事業」で『ベトナムにおける医療廃棄物処理システムの普及・実証事業』を実
施中の入三機材株式会社（福島県）について紹介します。

深刻なゴミについては、本来、焼却などによる適切な処理が必要
ですが、ベトナムにおいては、資金不足から基準を満たす焼却施設
が無く、従来の焼却施設では、燃料費などの負担も大きい為、有害
で感染の危険度が高い感染性廃棄物（手術後の臓器、血の付いた
ゴム手袋、注射器や薬品が入っていた容器など）が一般廃棄物と
同様に埋立て処理されており、環境破壊や健康被害が懸念されて
います。
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母体となる「学校法人 神野学園」は、日本の文部科学省
から認可を受けた学校法人です。日本国内で大学・短
大・専門学校を運営し、約50年の実績を持ち何万人と
いう卒業生を社会へ送り出しています。同校は、アジア
各国から留学生を積極的に受け入れ、単なる日本留学
に終わらない実践的な教育に重きを置いています。
ハノイ校では、経験豊富な教師陣を揃え、「役立つ教育
」を実施。ハノイにおける「日本語」「ベトナム語」学習に
最適な教育機関が誕生しました。

パシフィック日本語学校
Pacific Language Center
38B Trieu Viet Vuong St.,Hai Ba Trung Dist., Hanoi

市内中心部に位置し、通いやすいロケーショ
ン。楽しく学べる環境・設備設定。

基礎の発音や普段の生活で使える簡単な日常
会話、数字、単語の習得を目指します。

日本の学校法人が作った語学学校
「パシフィックランゲージセンター」

企業向け日本語研修
日系企業に向けた日本語研修プログラムを実
施しております。講師は経験豊かなベトナム人、
日本語教育能力検定合格者など、有資格の日
本人が質の高い研修を行います。

日常日常日常日常
ベトナム語レッスン

優れた立地・教育設備・最高の教育環境

Fax           : (04) 3943 4511
Email       : tuyensinh@jic.vn
Website  : http://study-japan.vn

04-3943-2211

ハノイに開校
日系企業で働くベトナム人の方々へ

そして、ベトナム語を学びたい日本人の方々へ

Pacific Language Center
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そのような状況下、福島県を中心に空調設備関連の事業を
行う入三機材株式会社が、2012年からベトナムのゴミ問
題の調査を開始、株式会社ジェットTEK社（日本企業）、
FBE社（ベトナム企業）の協力のもと、低コスト、低燃費な
上、排ガス基準を満たす医療廃棄物処理用焼却炉を開発
しました。また、2013年8月には、JICAの「民間提案型
普及・実証事業」として採択され、現在は、ハイフォン市に
おいて、高い排ガス制御技術を採用した医療廃棄物焼却
炉のモデルプラントの実証運転を行っています。

■日本の小型焼却炉技術をベトナムに
入三機材がハイフォン市に導入した焼却炉は、従来の焼却炉と比べ、
オペレーション費、メンテナンス費を低く抑えることが可能です。ま
た、病院から出される手術用ゴム焼却が困難な廃棄物をなるべく燃
料を使わずに完全に焼却処理するために“旋回式焼却炉”（炉の中に
空気穴が240個空いており、空気が旋回することで燃料をほとんど
必要とせずに焼却が可能となる技術）という日本の技術を採用して
います。この技術により、燃焼効率が向上し、燃料費の大幅な削減を
実現しました。また、ダイオキシン測定器による検査にも合格するな
ど、ベトナム国内で唯一となる最新の基準をクリアした医療廃棄物
焼却炉となりました。

■報告会・説明会を開催
2014年10月にハイフォン市で資源環境省をはじめ全国の自治体
担当者を集め、本プロジェクトの報告会が開催されました。
また日本からは福島県産業廃棄物協会専務理事の木村光政氏が訪
れ、日本の感染症廃棄物処理についての講演も行われました。

■JICAベトナム事務所が移転しました。
JICAベトナム事務所は、12月1日（月）よりハノイ市ホアンキエ
ム区にある「CornerStone Building」へ移転し、業務を開始し
ました。
詳細については下記の通りとなります。
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■今後の展開
入三機材では、今後需要増が期待できるアセアン諸国
への輸出を視野に、その第一段階として日本の医療廃棄
物焼却炉及び日本の医療廃棄物処理のノウハウをハイ
フォン市他への技術移転を継続していくとともに、全国
の自治体とも提携・協力を進め、最新の医療廃棄物処理
システムの有効性の発信、国内生産、普及活動を図って
いく予定です。

■感想
ベトナムではゴミ処理に対する経験や技術、人材や資金
等が不足しています。
ゴミの不適切な処理が原因で起こる環境破壊や健康被
害が懸念される中、環境や健康へのダメージが少ないゴ
ミ処理施設の普及には、これまで日本で長年培われてき
たゴミ処理の技術やノウハウを活用しつつ、途上国の需
要にもマッチした製品開発が必要です。ベトナム政府と
のパイプ＝官（JICA）、優れた製品と技術＝民（入三）の
連携により、きめ細かくより現実的な支援が実現し、途上
国と日本の双方の発展への寄与が可能であると実感し
ました。

■JICAベトナム事務所が移転しました。
JICAベトナム事務所は、12月1日（月）よりハノイ市ホアンキエ
ム区にある「CornerStone Building」へ移転し、業務を開始し
ました。
詳細については下記の通りとなります。

「いつもの電話で会議する」という発想。
その会議システムを導入するその前に
電話につなぐタイプの新しい会議ツール「R-Talk」が 1 台あれば、日本とのミーティング、
離れた工場との急な打合せもその場ですぐに始められるから、海外拠点の頼もしい味方です。

ついにベトナム上陸！
日本で大好評の会議用マイクスピーカー

いつもの電話やスマホで
いますぐカンタン遠隔会議1

特別な回線や難しい設定いらず
どこでもその場が会議室に2

大勢の声も聞き取りやすく快適で
長時間でもストレス知らず3
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